
世代を超えた協力
～指宿を熟知せよ～
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1 令和2年度鹿児島県政策アイデアコンテスト



観光スポットが
多くある
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3つの市に集中

観光地検索数
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年別入込観光客数単位:千人

宿泊 日帰り 計

政策を多く行うが
観光客は増加せず

宿泊客は
年々減少
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年代別指宿市から鹿児島市への転出
鹿児島市から指宿市への転入状況(2018年)

転入 転出
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鹿児島市, 347

南九州市, 77

南さつま市, 23その他県内, 243

その他県外, 387

転入者

鹿児島市, 547

南九州市, 56

南さつま市, 27
その他県内, 280

その他県外, 513

転出者
合計
1081

合計
1423



5

指宿市内
特に若者 指宿市外 今以上の

魅力発信

ということは…

課題1 観光客の伸び悩み【宿泊客の減少】
• さらなる発信力

課題2 地元就職者の減少
• 地元の強みや現状を知ってもらう

目的

地元就職者を増やしつつ
宿泊を伴う観光客のさらなる集客



政策アイデア
指宿の真の魅力を

知っているのは君たちだ！
指宿の魅力大発信
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内容
大学生と中高生が協力して地域のリアルな声や
現状を聞き若者視点で新たな政策を考え提案する

●場所：公民館、学校

●対象：指宿市の中学生、高校生
指宿市観光課
地域住民
指宿市に興味のある大学生
実施前に参加募集をかける

●期間：２泊３日

①今行っている政策、課題の紹介(１日目)

②グループごとにアイスブレイク(１日目)

③地域や観光地での現地調査(１,２日目)

④具体的な改良の提案準備(１,２日目の夜、
３日目)、最終政策提案(３日目)

⑤観光課による審査(後日)

⑥実施(後日)



それぞれの役割
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中高生
観光課

パソコンなど
の電子機器の
有効活用の仕

方

データ、数値
の提供 現状を伝える

若者からの
新たな目線
や考え方

例：アプリに
あってほしい
項目の提案

大学生 ファシリテーター
として中高生を
アシストする



この政策を取り入れるメリット

9

若者がどのようなことを

求めているかを知るきっかけに

地元を見つめなおすきっかけに

地元を見つめなおすきっかけに

ファシリテーション能力の向上

観光課

中高生

大学生

世代間の交流にも

・若者の流出を止められる
・地元就職者を増やすこと

につながる

今ある政策に新た
な変化を加えるこ
とによって新たな
集客が見込める

若者の意見を取り入れたことに
より若い世代が訪れやすく…


